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～して，十月の和名が逸せられて居ることは，不思議ではない．太歳とは木星の

聯震の掛構であって，又，太陰とも云ふ油症の星のととであるが，：文面では此

の太歳，云ぴ換へれば，木星の所在によって議次を示したのであって，日本書

紀には天皇の御代御代の始めに此の二二なる文字が記載せられてある。易緯乾

撃度なる書には『常に太歳を以て歳を紀す』と載って居る．

　序でに，十二月の和名を載せて，其の語源を研究することしし度い．之，叉

四季の和名と同様，異詮多く，一致しないが，本居宣長は古事記傳に於て『凡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　よひ　　　いやオニひ
て月々の名ども，昔より読どもあれど，皆わうし．話中にたs’三月を彌生なり

と云るのみはよし．』又，『此外にも，己も考出て，さもあらむと云ふ彼此はあ

れど，十二月みながらは，未だ考得ざれば，今云す，なほよく考へて云べし』

と書V・て居る．

　た黛・考ふべきは，我國は，上代より農耕を本としたから，月々の名稻は農

事に依って呼ばれたと解することが鼠害ではあるが，之が解繹については，可

成り附出せられたものがある様である．

　次に，官設を』覧表に作成して，比較に便ならしめることしした．

　終りに，筆者の十二月和名につV・ての解繹を訳読する～二とNしよう．

　輔月（むつき）は，從來睦む又は親む月の意味に解せられたが，月の和名が農

事を元として成った事に着眼すれば，適當なものでなかったことが判る．谷川

士清も生月と充て」居るが，之れは前の年から藏ってあった種子が一陽來復し

て芽を生むと云ふ意に解面することがよいであらう．

　こ月（きさらぎ）は，陽氣が更にやって來て，芽を大きくさせ，三月（やよひ）

には彌’々生び繁る．四月（うづき）は植える．五月（さつき）は早苗を田に植える

月・六月（みなつき）は水が大切な月，七月（ふみつき）には稻が穗を持って來

る．八月（はっき）に成ると，租の穂が張出して織る．九月（なかつき）は稻を刈

る月である．十月（かみなつき）には牧穫を神に供隈する．十一月（しもつき）に

干れば，霜が降りるので，來年の農耕の用意にかしる．十二月（しはす）には，

既に丸年の準備も完了して，正月を迎へるのを待つ．大虚以上の如き解繹とな

るのである．（皇紀2600年6月31日朝）

　　　　　　　　　　　上海で夏季時刻探用

〔同盟上海五月29日螢〕　共同租界工部局では，日光節約案として，夏の間，工部

局各局部の時計の針を1時間つつ進める事になり，フランス租界工部局および

上海特別市政府に1燻垂ﾁたが，いつれも異議なく賛成したので，五月29目の参

事會で正式決定，近く一せいに實施することとなつk，．


